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日
本
で
は
、「
米
軍
再
編
」
と
い
う
と
、
日
本
国
内
、
と
り
わ
け

沖
縄
県
内
の
米
軍
基
地
を
ど
こ
に
移
転
し
、
ど
う
軍
事
的
能
力
の
強

化
を
図
る
か
（
あ
る
い
は
、
ど
う
地
元
の
負
担
軽
減
を
図
る
か
）
と

い
う
問
題
だ
と
も
っ
ぱ
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
参
照
点
と

さ
れ
る
の
が
、
二
〇
〇
六
年
五
月
に
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会

（
い
わ
ゆ
る
「
２
＋
２
」）
で
合
意
さ
れ
た
「
再
編
実
施
の
た
め
の
日

米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
を
金
科
玉
条

と
す
る
日
米
同
盟
維
持
派
か
ら
、
在
日
・
在
沖
米
軍
基
地
を
閉
鎖
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
び
と
ま
で
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
思
考
の
パ
タ

ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
日
米
関
係
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通

じ
て
し
か
、
物
事
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　

こ
の
連
載
は
グ
ア
ム
の
米
軍
再
編
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
が
、
今

回
は
「
特
別
編
」
と
し
て
、
米
軍
再
編
全
体
を
取
り
巻
く
政
治
的
・

財
政
的
環
境
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
特
徴
を
一

言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、
米
国
が
「
戦
後
」
の
軍
事
再
編
と
い
う

課
題
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
尽

き
る
。「
米
軍
再
編
」
問
題
が
日
米
両
当
局
間
で
交
渉
さ
れ
て
い
た

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
か
ら
中
盤
に
か
け
た
時
期
と
現
在
と
の
あ
い
だ

に
起
こ
っ
た
も
っ
と
も
大
き
な
軍
事
面
で
の
変
化
は
、
ア
フ
ガ
ン
・

イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
の
「
出
口
戦
略
」
が
公
然
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
日
本
国
内
で
は
こ
の
動
向
と
ほ

と
ん
ど
切
り
離
さ
れ
て
米
軍
再
編
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
争
に
勝
つ
と
い
う
至
上
の
目
的
の
た
め
に
社
会
の
資
源
を
大
量

に
動
員
し
つ
づ
け
る
時
期
は
、
そ
う
そ
う
長
く
続
け
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
戦
後
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
軍
隊
を
ス
ケ
ー
ル

ダ
ウ
ン
す
る
方
向
で
の
再
編
が
起
こ
り
や
す
い
。
米
軍
に
関
し
て

言
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
朝
鮮
戦
争
後
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

後
、
冷
戦
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
再
編
を
経
験
し
て
き
た
（
佐
藤

学
「
米
軍
再
編
と
沖
縄
」
宮
本
憲
一
・
川
瀬
光
義
編
『
沖
縄
論
』、
岩
波

書
店
、
二
〇
一
〇
年
：
林
博
史
「
基
地
論
」
倉
沢
愛
子
他
編
『
岩
波
講
座 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
７ 

支
配
と
暴
力
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
を

参
照
）。
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
後
を
見
据
え
た
現
在
は
、
米
軍

【
連
載
】

海
兵
隊
グ
ア
ム
移
転
―
誰
の
た
め
の
負
担
軽
減
な
の
か
（
８
・
特
別
編
）

　「
戦
後
」の
米
軍
再
編
が
始
まった

山
口
響

が
五
回
目
の
再
編
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
文
章
で
は
、「
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
後
」
と
い

う
文
脈
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、（
１
）
米
国
の
財
政
赤
字
削
減
、

（
２
）
海
兵
隊
見
直
し
論
議
、（
３
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
米
軍
展

開
の
三
点
と
関
わ
ら
せ
つ
つ
、
近
年
の
米
軍
再
編
の
動
向
を
考
え
て

い
き
た
い
。

拡
大
す
る
米
国
防
費

　

世
界
全
体
が
、
公
的
債
務
危
機
に
あ
え
い
で
い
る
。
本
特
集
の
吾

郷
論
文
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
投
機
に

打
ち
興
じ
た
金
融
機
関
を
救
済
す
る
た
め
の
公
的
支
出
が
増
大
し
た

こ
と
に
あ
る
。

　

た
だ
し
、
米
国
が
他
国
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
金
融
危
機
の
後

始
末
の
た
め
の
出
費
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
財
政
赤
字
に
対
し
て
国

防
費
が
寄
与
す
る
度
合
い
が
き
わ
め
て
高
い
と
い
う
事
情
で
あ
る
。

　

米
国
の
予
算
は
、
義
務
的
経
費
と
裁
量
的
経
費
に
分
か
れ
る
。
前

者
は
お
も
に
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
や
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
な
ど
の
社
会
保
障
関

連
費
で
あ
り
、
後
者
は
、
会
計
年
度
ご
と
に
議
会
の
歳
出
法
に
よ

る
承
認
を
必
要
と
す
る
そ
の
他
の
経
費
で
あ
る
。
国
防
費
は
後
者

に
含
ま
れ
る
。
二
〇
〇
一
会
計
年
度
か
ら
二
〇
一
〇
会
計
年
度
の

積
算
で
は
、
米
連
邦
の
予
算
全
体
が
二
四
・
四
二
兆
ド
ル
。
そ
の
う

ち
、
裁
量
的
経
費
が
一
〇
・
〇
九
兆
ド
ル
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
国
防

費
本
体
が
五
・
四
〇
兆
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
裁
量
的
経
費
に
占
め

る
国
防
費
本
体
の
割
合
は
実
に
五
三
・
五
％
に
上
る
（“Th

e Pentagon 

and D
eficit R

eduction: FY-2012 Budget R
etains Exceptional Level of 

D
efense Spending,” http://w

w
w

.com
w

.org/pda/fulltext/1103bm
47.

pdf

）。

　

し
か
も
、
こ
れ
以
外
に
、
補
正
予
算
方
式
で
毎
年
計
上
さ
れ

て
い
る
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
費
が
加
わ
る
。
戦
費
も
含
め
る

と
、
二
〇
〇
一
会
計
年
度
で
四
三
二
〇
億
ド
ル
、
二
〇
〇
五
会
計

年
度
で
五
七
一
〇
億
ド
ル
、
二
〇
一
〇
会
計
年
度
で
七
二
二
〇
億

ド
ル
と
、
着
実
に
、
そ
れ
も
か
な
り
速
い
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い

る
（“G

row
th in U

.S. D
efense Spending Since 2001,” http://

arm
scontrolcenter.org/policy/securityspending/articles/fy11_

grow
th_since_2001/

）。
イ
ン
フ
レ
率
を
調
整
し
た
上
で
歴
史
的

な
デ
ー
タ
を
見
て
み
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
以
降
の
米
国
防
費

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
も
っ
と
も
高
額
で
推
移
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
世
界
全
体
の
軍
事
費
に
占
め
る
米
国
の
割
合
も
き
わ
め
て

高
い
。
新
冷
戦
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
た
一
九
八
六
年
、
米
国
の
シ
ェ

ア
は
二
八
・
二
％
、
米
同
盟
国
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
に
日
本
・
韓
国
・

台
湾
・
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
エ
ル
を
加
え
た
も

の
）
の
合
計
は
二
〇
・
五
％
、
潜
在
敵
国
（
ソ
連
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
同

盟
諸
国
に
中
国
・
北
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ラ
ク
・
イ
ラ
ン
・
シ
リ

ア
・
リ
ビ
ア
・
キ
ュ
ー
バ
を
加
え
た
も
の
）
が
四
二
・
四
％
で
あ
っ

た
。
他
方
、
二
〇
〇
八
年
時
点
で
は
、
米
国
が
四
三
％
、
米
同
盟
国

が
二
七
・
五
％
、
潜
在
敵
国
が
一
二
％
と
、
米
国
の
一
人
勝
ち
状
況
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に
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
米
国
の
赤
字
削
減
論
議
に
お
い
て
、
国
防
費
が
聖

域
化
で
き
な
い
の
は
、
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
問
題

は
、
ど
こ
ま
で
の
削
減
な
ら
許
容
で
き
る
か
と
い
う
点
に
移
り
つ
つ

あ
る
。

米
国
の
赤
字
削
減
と
国
防
費

　

政
府
の
提
示
し
た
予
算
を
ほ
ぼ
無
傷
で
通
す
こ
と
が
慣
わ
し
と
な

っ
て
い
る
日
本
で
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
米
国

で
は
、
議
会
の
裁
量
に
よ
っ
て
予
算
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
。

し
た
が
っ
て
、
連
邦
議
員
の
動
向
を
無
視
し
て
す
ま
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

昨
年
七
月
、
バ
ー
ニ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
下
院
議
員
（
下
院
金
融
委
員

会
筆
頭
理
事
、
民
主
党
）
と
ロ
ン
・
ポ
ー
ル
下
院
議
員
（
共
和
党
）

が
、
今
後
一
〇
年
間
で
国
防
費
を
一
兆
ド
ル
削
減
す
べ
き
と
の
提
案

を
発
表
し
た
。
金
融
機
関
規
制
法
案
の
取
り
ま
と
め
に
尽
力
し
た
リ

ベ
ラ
ル
派
の
フ
ラ
ン
ク
と
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ

（
茶
会
派
）
内
で
も
一
定
の
人
気
を
も
つ
ポ
ー
ル
と
い
う
異
色
の
取

り
合
わ
せ
も
、
こ
の
提
案
が
注
目
を
集
め
た
ひ
と
つ
の
理
由
だ
。
彼

ら
は
、
軍
事
の
専
門
家
ら
に
依
頼
し
て
、『
債
務
・
赤
字
・
国
防
』

と
い
う
報
告
書
を
書
か
せ
て
い
る
（http://w

w
w.com

w.org/pda/

fulltext/1006SD
T

Freport.pdf

）。
そ
こ
で
は
、
米
軍
の
前
方
展
開

を
欧
州
三
・
五
万
人
、
ア
ジ
ア
六
・
五
万
人
に
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
、

海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
調
達
を
中
止
す

る
こ
と
、
核
兵
器
を
一
〇
〇
〇
発
ま
で
削
減
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た

具
体
的
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
七
月
、
ト
ム
・
コ
バ
ー
ン
上
院
議
員
が
、『
黒
字

に
戻
る
』（Back in Black

）
と
題
さ
れ
た
提
案
書
で
、
同
じ
く
、

今
後
一
〇
年
間
で
国
防
費
を
約
一
兆
ド
ル
削
減
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　

山
場
の
ひ
と
つ
は
、
今
年
八
月
に
訪
れ
た
。
七
月
三
一
日
、
米
国

政
府
の
債
務
上
限
引
き
上
げ
を
め
ぐ
る
オ
バ
マ
大
統
領
と
議
会
共

和
党
の
交
渉
が
よ
う
や
く
ま
と
ま
っ
て
、
債
務
上
限
の
二
・
一
兆
ド

ル
引
き
上
げ
と
引
き
換
え
に
、
今
後
一
〇
年
間
で
財
政
赤
字
を
二
・

四
兆
ド
ル
削
減
す
る
と
の
合
意
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
八
月
二
日
に

は
、「
二
〇
一
一
年
予
算
抑
制
法
」
が
成
立
し
て
、
米
政
府
は
辛
く

も
デ
フ
ォ
ル
ト
の
危
機
を
免
れ
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
二
〇
一
二
会
計
年
度
と
一
三
会
計
年
度
に
つ
い

て
は
安
全
保
障
関
連
予
算
と
非
安
全
保
障
関
連
予
算
に
分
け
て
、

二
〇
一
四
～
二
〇
会
計
年
度
に
つ
い
て
は
両
者
を
分
け
ず
、
支
出
額

の
上
限
を
定
め
て
い
る
。
米
行
政
管
理
予
算
局
の
推
計
で
は
、
今
後

一
〇
年
間
で
国
防
費
を
三
三
〇
〇
億
ド
ル
ほ
ど
圧
縮
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
。

　

さ
ら
に
同
法
に
は
「
ト
リ
ガ
ー
（
引
き
金
）」
条
項
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
財
政
赤
字
削
減
の
た
め
の
超
党

派
特
別
委
員
会
が
一
一
月
二
三
日
ま
で
に
一
・
二
兆
ド
ル
の
削
減
策

を
ま
と
め
、
一
二
月
二
三
日
ま
で
に
議
会
が
そ
れ
を
法
律
と
し
て
承

認
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、「
ト
リ
ガ
ー
」
が
引
か
れ
、
一
定
の
数

式
に
し
た
が
っ
て
さ
ら
な
る
費
用
削
減
を
強
制
す
る
と
定
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
推
計
す
る
と
、
一
〇
年
間
で
約
五
四
〇
〇
億

ド
ル
の
カ
ッ
ト
に
な
る
と
い
う
（Tod H

arrison, "D
efense Funding 

in the Budget C
ontrol A

ct of 2011," http://w
w

w.csbaonline.org/

publications/2011/08/defense-funding-in-the-budget-control-

act-of-2011/

）。

　

超
党
派
委
員
会
は
、
期
日
を
前
に
し
て
合
意
を
あ
き
ら
め
、
ト
リ

ガ
ー
条
項
の
発
動
は
確
実
な
情
勢
と
な
っ
た
。
条
項
を
無
効
化
す
る

法
案
が
あ
ら
た
め
て
議
会
で
可
決
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
オ
バ

マ
大
統
領
は
す
で
に
、
そ
の
よ
う
な
法
律
に
対
す
る
拒
否
権
発
動
を

明
言
し
て
い
る
。
条
項
発
動
は
二
〇
一
三
年
一
月
二
日
と
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
来
年
一
一
月
予
定
の
大
統
領
選
挙
で
オ
バ
マ
が
負
け
、

そ
の
後
一
ヶ
月
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
議
会
が
ト
リ
ガ
ー
条
項
の
発
動

先
送
り
法
案
を
ま
と
め
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
や
は
り
望
み

薄
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
、
今
後
一
〇
年
間
で
約
八
七
〇
〇
億

ド
ル
の
国
防
予
算
削
減
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。

　

パ
ネ
ッ
タ
国
防
長
官
は
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
上
院
議
員
ら
に

送
っ
た
書
簡
（http://defensenew

s.com
/projects/pdfs/m

ccain-

graham
-letter.pdf

）
で
、
最
初
の
予
算
削
減
に
つ
い
て
は
対
応
可
能

だ
と
し
て
も
、
ト
リ
ガ
ー
条
項
が
発
動
さ
れ
れ
ば
、
二
〇
一
三
会
計

年
度
で
予
定
よ
り
マ
イ
ナ
ス
二
三
％
の
予
算
を
組
ま
ね
ば
な
ら
な
く

な
り
、
国
防
に
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
る
と
訴
え
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
二
段
階
の
費
用
削
減
に
よ
っ
て
、
米
地
上
軍
の
規
模

が
一
九
四
〇
年
以
降
で
最
小
、
米
海
軍
の
艦
船
数
が
一
九
一
五
年
以

降
で
最
小
、
軍
属
数
が
国
防
総
省
創
設
以
降
で
最
小
に
な
る
と
い
う
。

衝
撃
的
な
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
上

に
、
技
術
的
進
歩
を
無
視
し
て
た
だ
頭
数
だ
け
を
比
較
す
る
と
い
う

手
法
は
お
粗
末
と
い
う
し
か
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
一
〇
年
間
で
八
七
〇
〇
億
ド
ル
削
減
と
い
う
目
標
は
、

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
課
題
で
は
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

毎
年
八
七
〇
億
ド
ル
ず
つ
予
算
を
削
っ
て
も
、
た
ん
に
二
〇
〇
七
会

計
年
度
あ
た
り
の
金
額
に
後
戻
り
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ

ま
で
が
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
た
だ
け
で
、
こ
の
削
減
で
も
っ
て
国
防

が
崩
壊
す
る
こ
と
な
ど
、
実
際
に
は
あ
り
え
な
い
（C

arl C
onetta, 

“Pentagon C
uts in C

ontext: N
o reason for ‘doom

sday’ hysteria,” 

http://w
w

w.com
w.org/pda/fulltext/1110bm

50.pdf

）。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
国
防
総
省
に
と
っ
て
冬
の
時
代
が
訪
れ
る
こ

と
は
間
違
い
が
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
を
本
当
に
こ
の
数

年
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
確
実
で
は
な
い
。
戦

争
で
傷
つ
い
た
現
役
・
退
役
の
軍
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
医
療

費
・
年
金
な
ど
の
費
用
、
ま
す
ま
す
高
度
化
す
る
技
術
を
研
究
開
発

し
な
が
ら
の
装
備
品
調
達
費
用
な
ど
、
予
算
額
を
押
し
上
げ
る
要
因

は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
う
し
た
「
戦
後
」
状
況
は
、
米
軍
の
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前
方
展
開
見
直
し
議
論
を
導
き
や
す
い
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
。

海
兵
隊
は
ど
う
な
る
の
か

　

こ
の
前
方
展
開
に
関
連
し
て
、
と
り
わ
け
沖
縄
・
日
本
に
と
っ
て

重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が
、
米
海
兵
隊
の
行
く
末
で
あ
る
。

　

ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
い
て
、
海
兵
隊
ほ
ど
の
犠
牲
を
払

っ
た
軍
種
は
他
に
な
い
。
前
線
に
送
ら
れ
た
陸
軍
兵
士
の
死
亡
率

〇
・
三
八
％
に
対
し
て
、
海
兵
隊
員
は
〇
・
四
七
％
。
負
傷
率
は
、
陸

軍
二
・
七
五
％
、
海
兵
隊
四
・
二
八
％
で
あ
る
。

　

そ
の
分
だ
け
、
組
織
維
持
に
は
力
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

数
年
は
、
毎
年
三
～
四
万
人
ペ
ー
ス
で
の
入
隊
が
あ
る
。
こ
う
し

て
、
９
・
11
テ
ロ
時
点
で
一
七
万
二
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
海
兵
隊
員
は
、

二
〇
〇
七
年
に
は
一
八
万
人
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
〇
万
人
を
超
え

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
犠
牲
を
払
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
戦
後
」

状
況
に
お
い
て
海
兵
隊
の
存
在
意
義
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
両
戦
争
に
お
い
て
、
海
兵
隊
の
動
き
方
は
陸
軍
の
そ
れ

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、「
第
二
陸
軍
」
と
し
ば
し
ば
揶
揄
さ
れ
る

よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
屋
良
朝
博
『
砂
上
の
同
盟
』（
沖

縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
く
わ
し
い
が
、
海
軍
の
付
属
部
隊

に
す
ぎ
な
い
海
兵
隊
は
、
創
設
以
来
、
つ
ね
に
そ
の
存
在
意
義
を
疑

わ
れ
て
き
た
。
海
兵
隊
と
い
う
と
海
か
ら
の
強
襲
揚
陸
（
＝
「
殴
り

こ
み
」）
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
だ
が
、
そ
う
し
た
作
戦
は
朝
鮮
戦

争
で
の
仁
川
上
陸
作
戦
が
最
後
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、
ゲ
イ
ツ
国
防
長
官
の
求
め
に
応
じ

て
、
海
兵
隊
の
コ
ン
ウ
ェ
イ
司
令
官
が
海
兵
隊
の
戦
力
構
成
を
見
直

す
よ
う
命
令
を
下
し
た
（
肩
書
き
は
い
ず
れ
も
当
時
）。

　

今
年
の
三
月
、
検
討
チ
ー
ム
に
よ
る
答
申
「
即
応
態
勢
下
の
遠

征
軍
を
再
構
成
す
る
」
が
出
さ
れ
た
（http://w

w
w.m

arines.m
il/

unit/hqm
c/cm

c/D
ocum

ents/FSR
_Final_14M

ar11_E
xecSum

.

PD
F

）。
答
申
は
冒
頭
で
、
二
一
世
紀
の
海
兵
隊
は
「
即
時
の
危
機

対
応
と
前
進
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
最
適
な
、
戦
略
面
か
ら
み
て
機
動
的
か

つ
中
規
模
の
戦
力
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
陸

軍
の
図
体
が
大
き
い
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
記
述
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
う
え
で
、
戦
力
規
模
と
し
て
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
作

戦
終
了
後
、
現
在
の
二
〇
万
二
〇
〇
〇
人
か
ら
一
八
万
六
八
〇
〇
人

に
ま
で
縮
小
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
歩
兵
大
隊
を
現
在
の

二
七
個
か
ら
二
四
個
へ
、
砲
兵
大
隊
を
現
在
の
一
一
個
か
ら
九
個
へ
、

飛
行
隊
を
現
在
の
七
〇
個
か
ら
六
一
個
へ
縮
小
す
る
こ
と
を
、
そ
れ

ぞ
れ
提
案
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
戦
前
の
規
模
が
一
七
万
人
程
度
で
あ
る
こ
と
、
い
っ
た

ん
は
増
え
た
隊
員
も
四
年
間
の
契
約
期
間
終
了
後
に
契
約
更
新
せ
ず

除
隊
さ
せ
れ
ば
人
員
数
は
容
易
に
減
ら
せ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
こ
の
答
申
は
相
当
に
保
守
的
で
組
織
防
衛
的
な
色
彩
の
濃
い
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
根
本
的
な
変
革
を
提
示
し
た

と
は
お
お
よ
そ
言
え
ず
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
が
い
よ
い
よ
終
結
に
近
づ

い
て
く
れ
ば
、
さ
ら
な
る
再
編
が
海
兵
隊
の
外
か
ら
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

日
本
の
私
た
ち
に
と
っ
て
の
関
心
は
、
こ
の
再
編
が
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
く
る
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
尽
き
る
。
見
直
し
を
命
令
し
た
コ
ン
ウ
ェ
イ
司
令
官
（
当

時
）
も
、
検
討
チ
ー
ム
は
「
太
平
洋
に
お
け
る
海
兵
隊
の
構
成
」
に

つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
た
（http://

w
w

w
.m

arinecorpstim
es.com

/new
s/2010/08/m

arine-force-

review
-conw

ay-082910w
/

）。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
は
答
申
で
は
言

及
さ
れ
ず
、
未
確
定
の
ま
ま
終
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
く
れ
そ
う
な
の
は
、
今
年

一
〇
月
に
コ
ン
ウ
ェ
イ
の
後
を
継
い
だ
エ
イ
モ
ス
海
兵
隊
司
令
官
の

「
わ
れ
わ
れ
は
海
兵
隊
本
来
の
あ
り
方
に
戻
る
必
要
が
あ
る
」「（
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
兵
力
を
）
引
き
、
海
兵
隊
の
方
向
づ
け
を
変

え
て
い
く
際
、
そ
れ
は
ま
ず
も
っ
て
太
平
洋
へ
、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
」
と
い
う
発
言
で
あ
る
（
Ａ
Ｐ
通
信
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
四

日
）。
よ
り
具
体
的
に
言
う
と
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
し
て

い
た
、（
米
国
か
ら
）
沖
縄
へ
の
歩
兵
大
隊
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配

備
を
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
終
結
予
定
の
二
〇
一
四
年
を
待
た
ず
し
て
復

活
す
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、「
飛
び
石
」
と
し
て
の
沖
縄
の
基
地
は
従
前
ど
お
り

使
い
続
け
た
い
、
と
い
う
の
が
彼
ら
の
意
向
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
米
軍
再
編
の
動
き
を
み
る
こ
と
に
す

る
。

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
関
与
す
る
の
か

　
『
外
交
政
策
』（Foreign Policy

）
誌
の
一
〇
月
号
に
、
ヒ
ラ
リ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
が
「
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
世
紀
」
と

題
す
る
文
章
を
寄
せ
て
い
る
（http://w

w
w.foreignpolicy.com

/

articles/2011/10/11/am
ericas_pacific_century

）。
彼
女
は
こ
こ

で
、
イ
ラ
ク
・
ア
フ
ガ
ン
情
勢
が
ま
だ
安
定
せ
ず
、
米
国
内
の
経
済

も
深
刻
な
状
況
に
あ
る
中
、
海
外
へ
の
関
わ
り
を
弱
め
る
べ
き
だ
と

の
意
見
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
っ
て
い
る
と
断
じ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
の
成
長
を
取
り
込
む
べ
く
ア

ジ
ア
に
改
革
・
開
放
を
求
め
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
こ
の
地
域
の

平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
や
イ
ン
ド
と
い
っ

た
成
長
す
る
大
国
と
関
与
し
続
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
地
帯
へ

と
最
終
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
一
里
塚
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
日

本
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
論
議
が
ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
一
国
だ
け
に
顔
を

向
け
て
い
る
こ
と
と
は
好
対
照
だ
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
米
軍
再
編
に
つ
い
て
は
、「
よ
り
広
範
に

配
置
さ
れ
た
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
」（a m

ore broadly distributed 
m

ilitary presence

）
と
い
う
ラ
フ
な
方
向
性
を
示
す
の
み
で
あ
っ
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て
、
具
体
的
な
こ
と
に
は
ク
リ
ン
ト
ン
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な

い
。

　

た
だ
、
現
実
に
は
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
見
え
つ
つ
あ

る
。
米
海
兵
隊
に
関
し
て
だ
け
述
べ
て
お
く
と
、
ひ
と
つ
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
、
今
後
六
年
以
内
に
米
海
兵
隊

二
五
〇
〇
人
の
駐
留
を
目
指
す
と
、
同
国
を
訪
問
し
た
オ
バ
マ
大
統

領
が
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
（
一
一
月
一
六
日
）。
と
り
わ
け
注
目
す

べ
き
は
、
豪
州
行
き
の
部
隊
は
、
沖
縄
あ
る
い
は
日
本
の
ど
こ
か
の

海
兵
隊
基
地
か
ら
、
一
度
に
数
ヶ
月
単
位
で
送
ら
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
点
だ
（
Ａ
Ｐ
通
信
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
四
日
）。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
米
合
意
で
は
司
令
部
部
隊
中
心

だ
と
さ
れ
て
い
た
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
の
八
六
〇
〇
人
の
海
兵
隊
移

転
に
つ
い
て
、
内
訳
を
変
更
し
て
戦
闘
部
隊
の
一
部
を
含
め
る
計
画

変
更
を
米
海
兵
隊
が
進
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
（
毎
日
新
聞
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
三
日
）。

　

こ
れ
ら
の
動
き
と
、
沖
縄
へ
の
早
期
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配
備
復

活
を
目
指
す
先
ほ
ど
の
エ
イ
モ
ス
発
言
を
総
合
し
て
み
る
な
ら
ば
、

米
海
兵
隊
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
沖
縄
を
第
一
の
拠
点
と
し
つ
つ
、

グ
ア
ム
、
豪
州
な
ど
と
の
間
で
機
動
的
に
部
隊
を
動
か
し
、
訓
練
や

災
害
救
助
、「
人
道
」
支
援
な
ど
に
対
処
す
る
と
い
う
姿
な
の
で
は

な
い
か
。
一
時
期
は
、
期
待
的
観
測
も
含
め
て
、「
グ
ア
ム
が
ア
ジ

ア
太
平
洋
に
お
け
る
海
兵
隊
の
中
心
地
に
な
る
」
と
い
う
見
方
も
あ

っ
た
が
、
明
ら
か
に
米
軍
は
、
一
極
集
中
よ
り
も
手
駒
を
増
や
す
方

向
を
め
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
際
、
最
初
の
拠
点
を
日

本
に
し
て
お
け
ば
、「
思
い
や
り
予
算
」
に
よ
る
支
援
も
し
っ
か
り

と
得
ら
れ
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
軍
事
態
勢
見
直
し
を
求
め
る
米
議
会

　

今
年
五
月
、
米
上
院
の
カ
ー
ル
・
レ
ビ
ン
議
員
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ

ン
議
員
、
ジ
ム
・
ウ
ェ
ブ
議
員
が
、
ひ
と
つ
の
共
同
提
案
を
発
表
し
た

（http://w
ebb.senate.gov/new

sroom
/pressreleases/05-11-2011-01.

cfm

）。
レ
ビ
ン
は
米
上
院
軍
事
委
員
会
の
委
員
長
、
マ
ケ
イ
ン
は
同

委
筆
頭
理
事
、
ウ
ェ
ブ
は
上
院
外
交
関
係
委
員
会
東
ア
ジ
ア
太
平
洋

小
委
委
員
長
と
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
の
要
職
を
占
め
て
い
る
。

　

彼
ら
は
、
東
ア
ジ
ア
の
米
軍
再
編
は
「
非
現
実
的
で
、
機
能
せ
ず
、

費
用
的
に
も
見
合
わ
な
い
」
と
断
じ
た
。「
予
想
さ
れ
る
事
業
完
了

時
期
は
ま
っ
た
く
非
現
実
的
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
事
業
に
関
し
て

見
込
ま
れ
る
相
当
な
費
用
増
大
は
、
今
日
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す

財
政
状
況
の
下
で
は
と
て
も
ま
か
な
い
う
る
も
の
で
は
な
い
。
沖
縄

と
グ
ア
ム
に
お
け
る
政
治
的
現
実
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
破
壊
的
な

地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
日
本
が
負
う
巨
大
な
財
政
負
担
も
考
慮
に
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」

─
三
議
員
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た

上
で
、
普
天
間
基
地
の
海
兵
隊
部
隊
の
米
軍
嘉
手
納
基
地
へ
の
移
設

を
検
討
す
る
こ
と
、
グ
ア
ム
へ
の
海
兵
戦
闘
部
隊
展
開
は
島
外
か
ら

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
配
備
と
す
べ
き
こ
と
、
韓
国
に
駐
留
さ
せ
る
米

兵
に
家
族
を
同
伴
さ
せ
る
新
方
針
を
見
直
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
費
用
面
で
重
要
な
の
が
、
グ
ア
ム
へ
の
海
兵
隊
移
転

計
画
で
あ
る
。
米
政
府
監
査
院
（
Ｇ
Ａ
Ｏ
）
は
、
五
月
に
発
表
し

た
報
告
書
『
ア
ジ
ア
の
軍
事
態
勢
を
評
価
す
る
た
め
に
包
括
的
な

費
用
情
報
と
代
替
案
分
析
が
必
要
』
に
お
い
て
（http://gao.gov/

products/GA
O

-11-316

）、
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
合
意
さ
れ
た

グ
ア
ム
移
転
費
用
一
〇
三
億
ド
ル
（
日
本
負
担
六
一
億
ド
ル
、
米
国

負
担
四
二
億
ド
ル
）
に
加
え
て
、
追
加
で
七
一
億
ド
ル
は
必
要
に
な

る
だ
ろ
う
と
の
海
兵
隊
自
身
に
よ
る
推
計
を
伝
え
て
い
る
。

　

も
し
日
本
が
追
加
負
担
に
応
じ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
米
国
の
負
担

は
一
一
〇
億
ド
ル
超
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
費
用
は
当
初
予
想
よ
り

も
膨
ら
む
の
が
常
な
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
〇
〇
億
ド
ル
近
い

出
費
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
〇
年
間
で
分

割
し
た
と
し
て
も
、
年
間
二
〇
億
ド
ル
に
も
な
る
。
し
か
し
、
た
と

え
ば
二
〇
一
二
会
計
年
度
の
軍
事
建
設
関
連
予
算
は
一
三
〇
億
ド
ル

超
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
巨
額
の
グ
ア
ム
関
連
支
出
を
こ
こ
に
毎
年
食

い
込
ま
せ
る
余
地
が
な
い
こ
と
は
、
誰
の
目
か
ら
見
て
も
明
ら
か
だ
。

　

本
連
載
で
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
に
も
わ
た
っ
て
、
米
議
会
に
お

け
る
グ
ア
ム
関
連
予
算
を
め
ぐ
る
攻
防
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。

二
〇
一
〇
会
計
年
度
、
一
一
会
計
年
度
に
つ
い
て
は
、
費
用
支
出
に

否
定
的
だ
っ
た
上
院
を
説
得
す
る
形
で
、
な
ん
と
か
予
算
が
認
め
ら

れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
一
二
月
一
二
日
、
二
〇
一
二
会
計
年
度

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
～
一
二
年
九
月
）
に
関
し
て
、
グ
ア
ム
移
転
関

連
費
の
政
府
要
求
一
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
全
額
削
除
す
る
こ
と
が
、

上
下
両
院
軍
事
委
員
会
の
協
議
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
た
ん
に
グ
ア
ム
の
米
軍
再
編
が
一
時
停
止
す
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
沖
縄
や
豪
州
な
ど
も
含
め
た
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
海
兵
隊
の
次
の
時
代
の
軍
事
態
勢
が
ま
っ
た

く
見
通
せ
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。「
米
軍
が
ア

フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
か
ら
兵
を
引
い
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
重
視
に
シ
フ
ト

し
、
強
力
な
対
中
国
包
囲
網
を
形
成
す
る
」
と
い
っ
た
観
測
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
単
純
に
す
ぎ
る
と
い
え
よ
う
。

　

米
国
の
財
政
赤
字
削
減
、
海
兵
隊
の
戦
力
態
勢
見
直
し
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
米
軍
展
開
、
こ
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
将
来
が
不
透

明
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
ま
で
強
調
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
米
軍
基
地

を
撤
退
さ
せ
、
軍
事
力
な
き
平
和
を
め
ざ
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、
政

策
的
に
採
り
う
る
幅
の
広
い
今
こ
そ
、
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
あ
る
こ

と
を
言
わ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
流
動
的
状
況
を
利
用
し
て
、

基
地
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
の
対
米
外
交
交
渉
を
始
め
る

よ
う
、
日
本
政
府
に
圧
力
を
か
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
や
ま
ぐ
ち 

ひ
び
き
／
本
誌
編
集
委
員
）

※
こ
の
研
究
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
高
木
仁
三
郎
市
民
科
学
基
金
」
か
ら
の

助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。


